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崡崮嵤崗嵃嵓崨嵤の岿峨か峳の���� 
岾ਔৄ峙、ভとુেし続૭ચな� 
ਛশをし峐岮岹峉峫のୖ峢の������ 
ਞહ岷のਃভ峕な峴峨峃岞
岴岿峨か峳峙、୭とভ峕
ଦൟし峉ਉ౫મ৹峮製ષ開発峕� 
ঢ়峃峵岾ସਖ岶岹な峍峐岮峨峃岞�  
日本製紙崘嵓嵤崿峙、岴岿峨の� 
ঢ়ੱহඨを峟峨岲、岾ਏ峕
ૢ岲峵製ષをし峐岮岷峨峃岞

௬ఏ 目標 ਛ૾ய（���� 年২） 

ਏୖ 製品の安全性向上 

ଲ品৸リ崡崗のに 
岻峉 りੌ峩 

ଲ品৸嵆崵崠嵉ン崰৬のਘ৲ 

崘ループଲ品৸৩ভ峼৫ಈ2قك峁岝 
崘 ループ৸৬のੁなどの決定、各社の情報
共有、意見交換を実施。食品用銘柄管理ガイ
ドラインの見直しを行い、対象製品の生産工場
に対し、運用状況を確認する監査を実施

ৗଲ品のଲ品৸ଵ৶৬のનয় 
既存の管理で対応できない新製品について、 
リスク管理項目を特定

パ崫崗ଲ品の FSSC22000に 
よるଵ৶৬峼よりৈ岮レ嵁ルで 

規格のスキーム改定に対応すべく製品危機
管理マニュアルの見直しを実施。各事業所
とも、改善指摘事項を受けることなく良好な
結果でFSSC22000の更新審査を終了。 
製品回収訓練を事業所ごとにৰ 

ਏୖ 製品の価値向上

ੳ੭૨ 
 كੳଲ品のق

東京オリンピックが開催される2020年度には
基本的に全てのお客さまに森林認証マーク付
き紙パックの供給を目指す。

৺ 5 のパ崫崗にੳ嵆ー崗峼
હଖقফ ২ৰౚ৺ 2 ك 

ଁ়ਾઔછ���� 3�����峬岾ස岹峊岿岮。
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品質管理の取り組み 

信頼される製品・サービスを提供します 

日本製紙グループは、紙および紙関連製品の供給を事業基

盤とし、社ভとともにனして岷ました。また、崽崋ル嵈、嵀ルス崙ア

製品、崙嵇崓ル製品や౫・૦౫など様な事業を営峽でおり、

お客 さまは১人か峳個人までวに峹たります。峇島峳のে活

にਂ૭ಳな製品をに供ஔするとともに当社グループの強

みを活かしてお客さまにಜ峚島る製品を開発することは、社会に

役立つための基本的な責任です。品質・安全性を確保し、お客

様の信頼に継続して応えていきます。

各製品の品質を適切に管理しています 

  日本製紙グループでは、品質マネジメントの国際規格である

ISO9001の認証取得を各事業会社で進めているほか、それぞれ

の製品の特徴に合わせた品質管理を行っています。ܒ 

ISO9001 取得૾ய
https://www.nipponpapergroup.com/csr/2019.3_ISO900��SGI

● 液体用紙容器生産会社における品質監査・技術支援

日本製紙グループでは、出荷した製品の不具合が判明した場

合、製品の種類に応じてグループ各社で独自の対応を取ってい

ます。

  日本製紙（株）紙・板紙部門では営業技術担当が窓口と

なり、品質事故情報データベースなども活用して工場、本社関

連部門と連携し、対応しています。

　個人のお客さまに製品を提供する日本製紙クレシア（株）で

は、全ての製品にお客様相談室の連絡先を記載しております。

また、ウェブサイトでもご質問やご意見を常時受け付けています。

自社の製品やサービスが原因でご迷惑をおかけした場合には、

誠意を持って対応し、お客さまに納得していただけるよう努めてい

ます。

基本的な考え方 

日本製紙（株）では、お客さまと生産現場との距離を縮める

ことを目的にサービスエンジニア（SE）制度を導入しています。

紙の生産に携わる技術スタッフが、SEとして実際に紙が使用さ

れる現場である印刷・加工工程に立ち会う「品質パトロール」な

どを通じて、お客さまの声を直接伺っています。さらに、より密接

な関係を築くため、2013年10月に品質保証体制を見直して

営業部門に技術担当者を配置しました。一方、定期的に開

催される品質情報会議などを通じて営業部門と技術部門との

連携を図り、お客さまからの多様なニーズに迅速に応えていま

す。

● 製品の不具合発生時の対応

包材の品質・安全性に対するお客さまの要求は日々強まって

います。それに即応し先取りしていくために、日本製紙（株）紙

パック営業本部では、生産拠点である日本製紙リキッドパッケー

ジプロダクト（株）3事業所を対象に、品質・技術支援を随時

実施しています。また3事業所での現地品質会議と品質安全衛

生監査をそれぞれ年1回実施し、品質管理や化学物質、微生

物、異物といった食品安全に関わる重要項目の共有化や横展

開による品質向上に努めています。

方針とマネジメント
生活に不可欠なさまざまな製品の新規開発、安定供給とともに お客さまの期待に応える
品質を追求しています

● 紙・板紙部門での品質保証体制
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• 古紙パルプ配合率および間伐材利用の保証と監査

　日本製紙（株）では管理システムを確立し、お客さまに古紙

パルプ配合率および間伐材利用を保証しています。工場では、

環境マネジメントシステムISO14001に組み込んで生産手順の

管理・見直しを実行しています。内部監査と第三者監査で運

用状況を確認し、お客さまにも規定通りの配合率で生産してい

ることをご確認いただいています

お客さまのニーズの把握 

ா峔崛嵇嵍崳崙嵤崟嵏ンを峍ています 

　日本製紙グループでは、日常の営業活か峳技術スタ崫崽によ

る品質 崹ト嵕ールまで、்ઁ岹お客さまの崳ー崢をと峳岲峳島るよ

うாに崛嵇嵍 崳崙ーシ嵏嵛をっています。また、お客さまから

原材料である木材の種類・原産国やその合法性に関する問い

合わせが多くなっており、自社の取り組みと第三者による評価

。でごହしています（3��1ڀ）

　峇の峥かにも、お客さまによる工場見৾やਪをாに受

けো島、 েਓਠ場をઉமご༮いただ岹岽とで、当社グループの

取りੌ峩に峎いてご৶ੰいただいています。

技術ಆভ 

● 日本製紙（株）紙パック営業本部

お客さまで岬る業・ධમভ
社のౄᔉਃご担当を対と

した技術ಆভを৫ಈし、

紙崹崫ク用ౄ ᔉਃをిજに取

りඞっていただ岹ための情報を提

供するとともに、ご意見・

ごਏにປをൊけ、よりଐい製

品峏岹りに努めています。

新製品開発推進体制 

開発を加速する体制を構築しています 

日本製紙グループでは、事業ଡୗૡఌをਸசするための岣ৗ製

品৫ ਤ৩ভ岤をਝ઼しています。৩ভのもとに઼い

たৗ製品৫ ਤ崩ー嵈がଢ଼崮ー嵆をし、3ｶ月ごとに開

催する委員会でଟ৮。఼用をৠめた崮ー嵆に人৩とを付けて

プ嵕崠ェクトをଌします。 

৩ভは日本製紙（株）੫本部শを৩শとし、当社の

社 শをはじめとする৽営ষভ৮嵉嵛崸ーでଡਛ。崮ー嵆に応じ

て関係会社社長や関係部門長が出席することで、事業৲峢の

ス崼ー崱をசめています。

● ম製紙قઙك崹崫崙嵤ジン崘・崛嵇嵍崳崙嵤崟嵏ン崣ンター

紙の環境性能を活かしたパッケージング開発で、持続可能な

社会への貢献を目指します。「紙でできることは紙で。」をスローガ

ンに、紙製バリア素材「シールドプラス®」をはじめとした紙製パッ

ケージの用途拡大に向けた開発をコンバーター（加工会社）、

ブランドオーナー、包装機械メーカー等と協同で進めています。

新製品開発推進チーム

新製品開発推進委員会
委員長 ： 日本製紙（株）企画本部長
構成メンバー ： 日本製紙（株）経営執行会議メンバー
参加メンバー（適宜） ： 関係会社社長、関係部門長　ほか

新製品開発推進体制

41



岴岿まにঢ়峹峵ிભ

製品ごとの安定供給体制を整えています 

お客さまへ必要な時に必要な量を供給できるよう、原材料の安

定確保、計画的な生産設備の整備・更新により安定生産に取

り組んでいます。また、営業部門と生産部門が協調して、フレキ

シブルで無駄のない生産計画を策定し、適切な在庫管理を行

い、製品の安定供給に努めています。

● 自然災害リスク対応（日本製紙（株）本社・各工場）

　日本製紙グループでは、過去の震災などの教訓もふまえ、自

然災害リスクへの実践的な対応指針をまとめました。その指針を

参考に、各工場が自然災害対策を点検しマニュアルを見直しま

した。

　日本製紙（株）では、本社ビルの被災に備えてバックアップオ

フィスを設定。本社機能移転の訓練も実施しています。

● 緊急非常マニュアル（新聞用紙）

新聞という公共性の高い情報媒体に用いられる新聞用紙に

は安定供給が強く求められており、製紙業界では非常事態に備

えた各社共通の緊急非常マニュアルを地区別に定めています。

大規模災害などによって通信・交通網の途絶・遮断などの事態

に陥った場合、このマニュアルに従って円滑な供給を維持します。

● 事業継続マネジメントシステム
（日本製紙（株）紙パック営業本部）

日本製紙（株）紙パック営業本部は、事業継続のためのガイ

ドラインを制定してマネジメントシステムを確立し、緊急時の生産

に備えています。緊急時の優先品目の選定や主要原材料の複

数メーカーからの購入を進めています。また、生産拠点を複数有

することで、災害発生などのリスクを分散しています。

無線センサーで異常予兆を常時監視するシス
テムを開発し、 導入を進めています

日本製紙（株）と日本製紙ユニテック（株）は、無線セン

サーで機械装置の異常予兆を常時監視するシステム「e-無線

巡回®」を開発しました。

紙パルプ産業は代表的な装置産業で、設備の安定稼働が

安定供給や品質に直接関わります。そのため、機械装置の振

動や温度をチェックして異常予兆を監視することが、メンテナンス

を行う上で重要です。従来の設備異常予兆は、人が生産現

場を巡回して異常を発見する方法が中心で、巡回者の経験

や勘という数値化できない技術・技能に大きく依存してきまし

た。「e-無線巡回®」では稼働中の機械装置の「温度・振動

加速度」データを IoT によって蓄積し、数値データで傾向監視

ができます。異常傾向が見られた設備に適切に対処することで

設備トラブルを未然に防ぎ、操業の安定化に寄与します（→ 

P.31）。

国内全工場への導入およびグループ外への販売も積極的に

展開を進めている他、国内販売先の要望を受け、今年度より

タイでの販売も開始いたしました。

⇒ 「e-無線巡回®」 特設ページ（販売会社︓桜井（株）） 
http://www.sakurai.co.jp/landing/e-musen/index.html 

深刻な水需給リスクはありません 

現時点では、日本製紙グループ各社の工場が取水することに

よって、環境影響を与えているような情報は、行政や近隣住民か

ら受けておらず、国内における水リスクは低い状況にあります。 

また、第三者による簡易的なリスク調査でも深刻な水需給リス

クは指摘されていません。

製品の安定供給 操業の安定化 

取水に関わる水需給リスク 
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製品安全マネジメント推進体制 

グループの製品安全マネジメント体制
を構築・運用しています

岣日本製紙グループ製品全৩ভ岤が、製品全に

関峹るଁฐੌ ௶としてグループ全৬の活্ଉやੁなど

のਏ事ඨをଟ৮・ৠ します。 

৩ভのもとには岣製品全৵৩ভ岤を઼いて、各社の

活૾ யをཔ・ଵ৶するとともに、各社間で情報・意見

を交換した上で、ೃ事ඨが岬る場合は峇の対応をੈ৮し、製

品全৩ভ峢報ઔ・௦ ணしています。なお、各グループভ社

にも製品全৩ভをਝ઼し、それぞれの製品安全活動を推

進しています。

製品安全管理手法 

 HACCP 1 پ
(Hazard Analysis and Critical Control Point)
୫品製ୗ工ஙの岬峳峰るమでেし得る૩をྴল・ীෲ 
し、峇のেଆૃのためのਏଵ৶ਡを峳かにしたでଵ৶੦ 
をめ、峇の੦がದஹさ島ている岽とを常時૰ଳ・・記 
ஈする岽とで製品の全ਙをન৳しようとするୋেଵ৶ু১ 

FSSC22000 2پ
HACCP のୋেଵ৶ু১を取りো島た୫品全嵆崵崠嵉嵛トシス   
崮嵈のব ૠતで岬る ISO22000 と、୫品全の提੯プ 
嵕グ嵑嵈で岬 るISO/TS22002 および追加要求事項で構成される

※
日本製紙（株）、日本製紙クレシア（株）、
日本製紙パピリア（株）、日本製紙木材（株）、
日本製袋（株）、日本紙通商（株）、日本製紙総合開発（株）、
秋田十條化成（株）、（2019 年 3 月末現在）  

製品安全に関する理念と基本方針 
（2004 ফ 10 া 1 日、2014 ফ 8 া 1 日ၖ） 

 理念 

எた峋は、ਝੑ・製ୗ・供ஔ・ఀಣの全嵑イ崽サイクルをৢじ

て全ਙを୯し、社ভか峳ਦさ島る製品・サービスを提

供します。 

基本方針 

1 . 全な製品・サービスを提供し、お客さまか峳のಲਢ
し たਦに応岲ます。

2 . 製品・サービスの全をન৳するために関બ১ૠ、
関બ੦をᏍஹします。ব১ૠの峩な峳峄、グ嵕ー崸
ル なଳਡか峳の全ਙを୯します。
3 . 製品の全ਙ・ਃચ・ਫしいઞ用্১に関するનな
情報を、お客さまに提供します。

4. 製品・サービスに関する全ଵ৶৬をનয়し、グルー
プの全జ業৩に製品全峢の意をජೲします。

FSSC22000 の取得状況（2019 ফ 3 াଜਠ） 

社名 工場、事業部門、生産会社 

日本製紙（株） 
ஸ工場3پ 
日本製紙嵒崕崫崱崹崫崙ー崠プ嵕崨クト（株） 
ਆ事業ਚ、ਕ事業ਚ、લળ事業ਚ 

日本ダイナウェーブパッケージング 

CMC（崓ル嵄崕シ嵉崩ル崣ル嵕ース）、崣ル嵕ー 3پ
ス崹ウ崨ーおよ峝 ス崮ビア・ൃમ（い峄島も୫品用）

製品安全への取り組み 

法規制を順守し、管理手法を構築しています 

日本製紙グループは、৲ଟ১、PRTR ১、୫品ୋে১など

の১ૠ をದஹし、事業・製品の્ਙに応じたଵ৶ু১を用

いて製品全に努めています。 

全体

●環境マネジメントシステムISO14001

使用原材料の化学物質管理

食品用銘柄（紙・板紙事業）

●食品に接触することを意図した紙・板紙のガイドライン管理対
象銘柄および生産設備の特定、設備・管理体制充実による防
虫・異物混入防止対策および衛生管理の実施、日本製紙連
合会自主基準に基づく化学物質管理、上記運用状況の確認
（年1回）

食品容器、食品・飲料（紙パック事業）

●衛生管理手法HACCP※1（食品容器） 

生産環境の衛生性向上、欠点検知機器による製品のモニタリン
グ、毛髪混入防止服の着用、一層の衛生性向上を目指した設
備の導入・充実化

●食品安全規格FSSC22000※2

●フードディフェンス対策 

飲料用紙パックの製造工程では、入退場管理システムや品質
管理カメラの設置、化学薬品等の施錠管理などによる意図的な
製品への危害行為の防止

製品の安全性向上
製品安全管理体制の構築・運用により、安全性を追求しお客さまの信頼に応えていきます
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● ハラール認証の取得

ஸ工場でেਓするற（RNA-M）とྃੰ崹ルプに峎いて

2017年3 াに、また CMC（崓ル嵄崕シ嵉崩ル崣ル嵕ース）

に峎いてফ10া に、崷嵑ールੳ4پ を取得しました。岽島に

より、ਦെがめる全な製品をイス嵑ー嵈౾ব峢ୟলす

る岽とが૭ચになりました。
ハラール認証 4پ

原౫મ、製ୗ工ங、原મ・製品৳ଵ૾யなどをଟਪし、　

イスラー嵈১にి合している岽とがੳめ峳島た製品にଖ岲峳島

るもので、イス嵑ー嵈౾ব峢ୟলさ島る製品や峇の原౫મに

は崷嵑ールੳ取得がめ峳島ています
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環境に配慮した製品の開発 

製品のライフサイクルにおける各段階で 
環境に配慮しています 

日本製紙グループの製品群は、再生可能なバイオマス資源で

ある木質原材料を使用し、かつリサイクルが可能であることから、

環境負荷が低いという特長があります。その上でさらに、グループ

各社において、原材料の調達、製品の製造、使用、使用後、廃

棄などの各段階で環境に配慮した製品の開発を進めています。 

❶原材料の調達段階での環境配慮

適切に管理された森林に由来する認証紙
を提供（日本製紙グループ）  

森林認証制度には、環境・社会・経済的側面から、持続

可能な森林経営がなされていることを認証する FM 認証

と、認証された森林から産出された林産物の適切な加工・

流通を認証する CoC 認証があります。日本製紙グループ

は主要な事業所で CoC 認証を取得して、認証紙を提供

しています。 

⇒ 主要な生産拠点における CoC 認証取得状況
https://www.nipponpapergroup.com/csr/2019.3_CoC.pdf 

紙パック製品の認証取得 
（日本製紙（株）紙パック営業本部） 

日本製紙（株）紙パック営業本部は、PET ボトルや金

属缶の容器に対する環境面での優位性を訴求し、紙パック

製品の評価と企業イメ ージを向上させるため、国際的な森

林認証制度であるFSC®（FSC®C0128733）と

PEFC（PEFC/31-31-171） の CoC 認証を 2016 

年 2 月に取得しました。東京オリンピックが開催される

2020 年度には基本的に全てのお客さまに森林認証マーク

付き紙パックを供給することを目指して※取り組んでいます。
※ 2018 年度実績で当社紙パック製品約 5 億個（前年度約 2 億
個）に森林認証マークを付与しました

製品の価値向上
森林認証製品など、お客さまの要望に応える製品を提供していきます森林認証

製品のライフサイクルから見る環境配慮のポイント
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吷ع▦�ଲષ峘嵑崌崽崝崌崗嵓৸৬峑峘୭ଦൟ

峔峘峕ಞ峮ဒਞ峼ৢ峁峕岹岮 
ଲ崸嵒崊ಞ౫岣崟ー嵓崱崿嵑崡崿嵔嵇崊�岤 
ككઙقমଲق

　日本製紙（株）は、再生可能な循環型素材である「紙」

にバリア性を付与した環境にやさしい包装材料「シールドプラ

ス®」を開発し、2017年11月に販売を開始しました。

さらに当社は、より高いバリア性を有する「シールドプラスプ

レミア®」の開発に取り組み、2019年4月からサンプルの提

供を開始しています。また、当社グループの十條サーマル社

（フィンランド）において、「シールドプラス®」シリーズの生産

検討を開始しました。

　この包材は、各種バリアフィルムに相当するバリア性を有し

ており、アルミやバリアフィルムの代替が期待できます。アルミの

代替により、検査工程での金属探知機の使用が可能になり

ます。また、バリアフィルムの代替により、枯渇性資源であるプ

ラスチックの使用量が削減でき、プラスチック素材のみで構成

された従来の包材と比較して、製造から廃棄までの過程で

生じるCO2の排出量を抑制することができます。

　昨今は、海洋プラスチックごみの問題がクローズアップされ、

紙化の流れが世界的に加速してきています。「シールドプラス
®」シリーズは、優れたバリア性に加えて、環境適合性を有し

ており、あらゆるシーン、さまざまなパッケージへの展開が期待

されています。

「シールドプラス®」を用いたパッケージのイメージ

吷▦ ਉ౫મ৹岝ఀಣమ峑峘୭ଦൟ

岣൵峫౹岲岤岵峳岣୷峁౹岲岤峢——ৗ峉峔崡
タ崌嵓峼੧峃峵ઍஓ
SPOPS®قমଲقઙكك

মଲقઙك峙岝崟嵋嵛崿嵤峔峓峘ૹષ峕ઞ৷岿島峐岮

峵൵峫౹岲崹崎崩峕৻峹峵岝ৗ峉峔୷峁౹岲ઍஓ岣崡嵅崫崿

崡岤峼৫峁岝ૹષ৲峼ਤ峫峐岮峨峃岞রମ峼ো島౹岲峵岽

峒峔岹岝崓嵤崰嵒崫崠峼ઐఌ峃峵峊岻峑ଓౄ岶വ岝岽峘லੌ

峩峼ৰਠ峃峵峉峫峕崹崫崗峘ଲୗૼ峼ૢ৷峁峐岮峨峃岞
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岻峑峔岹岝ગেਓ૭ચ峔ಞ౫峼ਈপણ৷峁峐岮峵岽峒

岵峳岝崿嵑崡崩崫崗ఀಣ峘చ峕峬൴峑岷峨す。2019年

2月に峙௧৷ౄᔉਝ峘৫岶വ岝৲ဲષ2(0嵉嵤
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❹❺使用後、廃棄段階での環境配慮

 木からつくる、新しい機能性材料
「ミネルパ®」
（日本製紙（株）） 

��日本製紙（株）は、これまで培ってきたパルプや無機物の

製造などの製紙技術を応用し、木材パルプ（セルロース繊

維）の表面に無機粒子を高密度に定着させる独自技術を

開発しました。「ミネルパ®」は、その技術から生まれた新素材

です。2017年2月にプレマーケティングを開始し、顧客ニーズ

に基づいた技術開発を進めています。

「ミネルパ®」は、循環型の天然繊維である木材パルプをベー

スにし、パルプならではの成形性と、消臭抗菌・難燃・X線遮

蔽・抗ウイルスなど無機物由来のさまざまな機能を併せ持つ

機能性素材で、古紙としての再利用やサーマルリサイクルが可

能です。紙（シート）の枠を越えた「アラタナカタチ（価値）

※」で、地球と人に配慮した新素材として提案しています。

2018年度は、富士工場（静岡県富士市）に実証生産設

備を設置し、10月より稼働を始めスケールアップ試作を進めて

います。実証生産設備は年間450トン以上の生産能力を持

ち、事業化へ向けて本格的なサンプル供給体制を整えます。

実証生産設備の導入により、将来展望が期待できる事業分

野の探索と、事業化へ向けスピーディーな用途開発を積極的

に進めていきます。
※ アラタナカタチ（価値）︓お客さまのニーズに応じて、顆粒状や立
体成型体などフレキシブルに形を変えて、機能性・意匠性などの価値
を提供できることを意味する「ミネルパ®」を含む当社新素材の開発
コンセプト

ミネルパ実証生産設備

お客さまの要望に応える製品の提供 

変化する品質要求に応えています 

古紙を利用した省エネ素材 
「スーパージェットファイバー」 

（日 本製紙木材（株）） 

　製紙木材（株）は、新聞古紙を主原料とした自然由来

の断熱材「スーパージェットファイバー」を製造・販売

しています。吹き込み用断熱材として高い断熱性能を持

つ同商品は、低環境負荷と高い断熱性能の両立が要

求される高性能住宅「ZEH（ネット・ゼロ・エネル

ギー・ハウス）」への採用も増えてきており、関心度も

高まっています。 

施工例 「スーパージェットファイバー」
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岣NSATOM®岤

水性タイプの機能性コーティング樹脂 
（日本製紙（株）ケミカル営業本部） 

日ম製قઙك峙、崙嵇崓ルহにおいて機ચ性崛ー崮崋

ン崘岣崡ー崹ー崗ロン®岤峼製ୗ嵣ਲ਼しています。製

品峼接着性હଖ剤峒して塗મやイン崕にଦ়する岽峒で、ঽ

崸ン崹ーや୫品ໞෆ装崽崋ルムなど難接着性のポリプロ

ピレン素材に塗装や印刷が

できるようになります。
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